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�

～
中
学
生
が
ト
ロ
イ
で
国
際
交
流
体
験
～　

　
　
　

�　

市
内
の
中
学
生
10
人
と
引
率
者
３
人
で
結
成
さ
れ
た
ト
ロ
イ
市
派
遣
団
が
、
市
国
際
交
流
協
議
会
（
小
倉　

浩�

会
長
）
の
事
業
と
し
て
、
８
月
４
日
か
ら
11
日
ま
で
本
市
国
際
姉
妹
都
市
（
平
成
２
年
に
国
際
姉
妹
都
市
縁
組
を
締

結
）
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
オ
ハ
イ
オ
州
ト
ロ
イ
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
　
　

�　

生
徒
た
ち
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
の
一
員
と
し
て
、
ト
ロ
イ
市
の
生
活
習
慣
を
体
験
し
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
。

言
葉
の
壁
を
乗
り
越
え
て
深
い
友
情
が
芽
生
え
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
８
日
間
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
生
徒

た
ち
は
も
う
一
つ
の
家
族
と
の
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
、
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
と
も
に
帰
国
し
ま
し
た
。

「
ト
ロ
イ
派
遣
に
参
加
し
て
」

�
高
梁
北
中
学
校　

�

原　

範
幸�

校
長

　

今
回
の
ト
ロ
イ
派
遣
は
、
ア
ク
シ
デ
ン

ト
か
ら
始
ま
っ
た
。
９
時
間
以
上
の
フ
ラ

イ
ト
の
末
、
や
っ
と
シ
ア
ト
ル
空
港
に
た

ど
り
着
い
た
が
、
入
国
審
査
に
時
間
が
か

か
り
、走
っ
て
搭
乗
口
に
着
い
た
時
に
は
、

私
た
ち
が
乗
る
予
定
の
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
行

き
の
飛
行
機
は
動
き
出
し
て
い
た
。
そ
の

た
め
、
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
で
一
泊
し
て
ト
ロ

イ
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

結
果
的
に
は
、
こ
の
出
来
事
で
派
遣
団

が
一
つ
に
ま
と
ま
り
、
さ
ら
に
ホ
テ
ル
で

少
し
休
ん
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
始
め
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
、「
禍
転
じ
て
福
と
な

る
」
で
あ
っ
た
。

　

ト
ロ
イ
に
着
い
て
、
歓
迎
会
の
会
場
に

入
り
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
ケ
ビ
ン
と
目

が
あ
っ
た
時
、
ケ
ビ
ン
の
フ
レ
ン
ド
リ
ー

な
雰
囲
気
を
感
じ
て
「
な
ん
と
か
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
や
っ
て
い
け
そ
う
だ
」
と
少
し

安
心
し
た
。
式
の
後
、
記
念
植
樹
、
ア
イ

ス
ス
ケ
ー
ト
、
プ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
と
続

い
た
が
、
生
徒
た
ち
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
そ
う
に
過
ご

だるまの目入れを終えて
トロイ市長と握手

ト
ロ
イ
市
派
遣
団
の
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

団
長

　

原�　

範
幸　

��

（
高
梁
北
中
学
校
長
）

団
員

　

田
中�

里
奈　

（
高
梁
中
学
校
３
年
）

　

竹
田�

史
生
子
（
高
梁
中
学
校
３
年
）

　

関�　

靖
宏　

（
高
梁
中
学
校
３
年
）

　

大
場�

日
菜
乃
（
高
梁
中
学
校
２
年
）

　

川
西�

美
緒　

（
高
梁
北
中
学
校
３
年
）

　

妻
井�

瑞
季　

（
高
梁
北
中
学
校
３
年
）

　

大
塚�

里
咲　

（
川
上
中
学
校
３
年
）

　

加
藤�

寛
基　

（
川
上
中
学
校
２
年
）

　

井
上�

高
光　

（
備
中
中
学
校
３
年
）

　

前
原�

悠
花　

（
備
中
中
学
校
３
年
）

引
率

　

赤
木�　

伸　

（
川
上
中
学
校
教
諭
）

　

西
川�

優
子　

（
市
企
画
課
）

　

ト
ロ
イ
市
派
遣
団
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
感
想
文
の
中
か
ら
、
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

トロイ市役所前で記念撮影

国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
の
更
新
に
つ
い
て

　

新
し
い
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
ク
リ
ー
ム
色
・
カ
ー
ド
型
）
を
９
月
下

旬
に
世
帯
主
あ
て
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
な
ど
に
誤
り
が

な
い
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、

平
成
24
年
９
月
30
日
で
す
。

※
平
成
24
年
９
月
30
日
ま
で
に
75
歳
に
な

る
人
と
退
職
被
保
険
者
で
65
歳
に
な
る
人

は
、
有
効
期
限
が
異
な
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
状
況
に
よ
っ

て
は
、
納
税
相
談
の
後
、
市
役
所
で
直
接

被
保
険
者
証
を
交
付
し
ま
す
。

【
お
願
い
】

　

古
い
被
保
険
者
証
（
う
ぐ
い
す
色
・
カ

ー
ド
型
）
は
10
月
以
降
、
早
め
に
返
却
し

て
く
だ
さ
い
。
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し

た
場
合
は
、
国
民
健
康
保
険
の
資
格
を
喪

失
す
る
手
続
き
を
早
急
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
返
却
と
喪
失
の
手
続
き
は
、市
民
課
、

地
域
局
ま
た
は
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
で
。

　

70
歳
～
74
歳
で
、
高
齢
受
給
者
証
（
白

色
）
を
お
持
ち
の
人
は
、
受
給
者
証
に
記

載
さ
れ
て
い
る
有
効
期
限
ま
で
被
保
険
者

証
と
一
緒
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
戸
籍
住
民

係　

☎
�
０
２
５
２

寺
山
城
跡
（
川
面
町
）
を

　
　
市
重
要
文
化
財
に
指
定

　

８
月
22
日
の
市
文
化
財
保
護
審
議
会
答
申
を
受
け
、
市
教
育
委
員
会
は
、

寺
山
城
跡
を
新
た
に
市
の
重
要
文
化
財
に
指
定
。
市
指
定
重
要
文
化
財
は
、

今
回
の
指
定
で
１
５
７
件
と
な
り
ま
し
た
。

　

寺
山
城
跡
（
史
跡
）
は
、
川
面
町

川
面
市
場
の
北
側
に
そ
び
え
る
標
高

約
３
１
０
メ
ー
ト
ル
の
城
山
の
山
頂

に
築
か
れ
た
中
世
の
山
城
で
す
。

　

山
頂
の
３
つ
の
峰
に
多
数
の
郭く

る
わが

築
成
さ
れ
、西
か
ら
順
に
「
西
の
丸
」

「
本
丸
」「
東
の
丸
」
と
呼
ば
れ
、
ま

た
「
東
の
丸
」
か
ら
南
東
に
派
生
す

る
尾
根
上
に
も
郭
の
配
列
が
認
め
ら

れ
、「
馬
場
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
「
西
の
丸
」
の
端
か
ら
「
馬
場
」

の
端
ま
で
は
、
６
５
０
メ
ー
ト
ル

で
、
郭
・
堀
切
・
竪
堀
・
土
塁
な
ど

の
遺
構
が
非
常
に
よ
く
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

一
般
的
に
こ
う
し
た
遺
構
は
、
中

世
の
山
城
の
特
徴
的
な
も
の
と
考
え

ら
れ
、
市
内
の
山
城
で
こ
れ
ほ
ど
一

体
的
に
残
っ
て
い
る
の
は
珍
し
い
例

と
い
え
ま
す
。

　

城
主
に
つ
い
て
は
、
難な

ん

波ば

六ろ
く

郎ろ
う

経つ
ね

俊と
し

や
三み

 
よ
し好

阿あ
わ
の波

守か
み

尊た
か

春は
る

な
ど
の
諸
説

が
あ
り
ま
す
が
、
明
ら
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
備
中
兵
乱
記
（
＊
注
）

に
は
、
元
亀
３
年
（
１
５
７
２
）
に

杉す
ぎ

三さ
ぶ

郎ろ
う

兵ひ
ょ
う

衛え
の

尉じ
ょ
う

重し
げ

知と
も

が
寺
山
城
に
入

城
し
、
毛
利
勢
と
戦
っ
た
と
あ
り
、

重
知
が
松
山
城
へ
撤
退
し
た
後
に
、

毛
利
軍
の
小こ

早ば
や

川か
わ

隆た
か

景か
げ

が
寺
山
城
へ

総
陣
を
移
し
、
付
近
一
帯
の
青
麦
を

刈
り
取
っ
て
松
山
籠
城
の
三み

村む
ら

元も
と

親ち
か

軍
を
兵
糧
攻
め
に
し
た
と
記
述
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

寺
山
城
跡
周
辺
は
、
地
元
の
皆
さ

ん
に
よ
っ
て
整
備
が
行
わ
れ
、
残
さ

れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
遺
構
を
見
学
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課
文
化

係
（
☎
�
１
５
１
６
）

＊
注　

備
中
兵
乱
記
…
備
中
国
内
で
起
こ

っ
た
、�
備
中
の
戦
国
大
名
三
村
元
親
と
毛
利

氏
・
宇
喜
多
氏
に
よ
る�

戦
い
の
経
緯
を
記

し
た
軍
記
物
。
成
立
年
代
は
不
詳
で
、
三

村
旧
臣
が
記
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

南側から眺める寺山城跡

東の丸　堀切り

友
情
を
深
め  

い
つ
ま
で
も


